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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、主要な仏教用語の用例を精査し、基準となる現代語訳を提示しようとするものであり、組

織的取り組みと労力を要する困難な課題であるが、現時点でいくつかの重要な進展があり、研究は概ね

順調である。 
仏教思想の的確な理解のためには精確な仏教用語の定義と用例の検証が不可欠である。本プロジェク

トはそれを徹底的に遂行し、研究は着実に進行している。また、本研究は、インド仏教の中国的変容を

見る上でも、日本仏教の教学的展開を見る上でも有益な視点を提供するものであり、本研究の意義は大

きい。 
なお、研究組織のより一層の有機的連携が今後望まれる。 


